
　　　　

7 年 3 月 13 日

15 時 00 分から 18 時 00 分まで あり なし

10 時 00 分から 16 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

職業実習（協力企業１０社）、季節に合わせた外出（お花見、山上りなど）施設内でのイベント（クリスマス会、新年会など）

（別添資料１）

家族支援

定期的な保護者交流会の開催や保護者面談を通じて進路のご相談や育児のご相談
等お受けする機会を設けます。 移行支援

職業実習を通じて将来の自分の進路について考える機会を設けます。

地域支援・地域連携

地域の福祉施設や企業さんと連携し児童が地域を意識しながら生活が行えるよう
な支援を行います。 職員の質の向上

定期的な社員研修やSVを導入することで質の向上を行っています。

支　援　内　容

将来の自立に必要な日常生活動作を実際の場面で経験していただきます。飲食店やスーパーなどでの買い物や、コインランドリー、銀行など出来る限りシュミレーションではなくて、実際
の場にて実践し身に着けていただきます。

近隣体育館での運動の機会や山登りやハイキングなどを通じて将来お子様が社会に出るための体力をつけていただくための機会を提供します。送迎についても徐々に自力通所に出来るよう
にサポートさせていただき出来るだけ体力を向上できるような支援や助言を行っていきます。

本
人
支
援

将来の社会に出るために必要なスキルを習得していただくことを目的に、児童一人一人の認知機能を評価しサポートが必要なスキルに関しては移行支援として進路先に助言や情報提供を行
います。

児童お一人お一人に合わせて必要なコミュニケーション手段をご提案させていただきます。PCやスマートフォンなどIT機器を用いてのコミュニケーション手段にを用いた方法などもご提案
させていただきます。

職業実習等を通じて実際に社会で活躍されている方と接することで自分が将来どのような形で大人になって人の役に立つのかについて学ぶ機会を提供します。また、同年代の児童でのコ
ミュニケーションの場を設けることで年齢相応の話題や興味を他者と共有する場を提供します。

支援方針

中学生、高校生の時期から社会に出るために必要なトレーニングの機会を提供します。①グループワーク②個別課題③グループワークの三本柱のトレーニングの機会を提供する中で子ども
達に、1.自分について相手に説明が出来る能力2.自分からSOSを発信出来る能力3.自己効力感を高めることを目指していただきます。

営業時間（学級日） 送迎実施の有無

営業時間（放課後） 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 君の未来は自分で描く

事業所名 就労準備型放課後等デイサービス自由帳　池田下 作成日支援プログラム（参考様式）
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